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－不合理隠せない士幌高原道路一

昨
年
の
ｕ
月
館
日
、
道
議
会
で
特
筆
す

べ
き
答
弁
が
な
さ
れ
た
。
懸
案
だ
っ
た
大

雪
山
国
立
公
園
を
通
る
２
本
の
道
路
計
画

が
、
今
後
廃
止
の
方
向
で
検
討
す
る
と
正

式
表
明
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
萩
原
信
宏
道

議
（
共
産
）
の
総
括
質
疑
に
堀
知
事
が
答

え
た
も
の
で
翌
朝
の
各
紙
も
一
斉
に
そ
の

事
実
を
報
道
し
た
。

２
本
の
道
路
と
は
、
大
雪
縦
貫
道
路

（
道
々
忠
別
清
水
線
）
と
大
雪
山
横
断
道

路
（
道
々
旭
川
大
雪
山
層
雲
峡
線
）
の
こ

と
。
縦
貫
道
は
、
上
川
支
庁
管
内
美
瑛
町

忠
別
と
十
勝
支
庁
管
内
清
水
町
を
結
ぶ
総

延
長
１
２
８
伽
の
道
路
で
、
産
業
振
興
な

ど
を
目
的
に
ｎ
年
に
道
々
に
認
定
さ
れ

た
。
こ
の
う
ち
未
開
削
区
間
約
卵
伽
が
開

発
道
路
指
定
で
、
国
（
北
海
道
開
発
局
）

が
直
接
工
事
す
る
予
定
だ
っ
た
。

一
方
、
横
断
道
の
方
は
、
旭
川
市
を
起

点
に
上
川
管
内
東
川
町
旭
岳
温
泉
か
ら
、

大
雪
山
の
赤
岳
な
ど
山
頂
部
を
通
っ
て
、

上
川
町
層
雲
峡
の
国
道
２
７
３
号
線
に
至

る
総
延
長
開
蜘
（
未
開
削
区
間
約
泌
伽
）

の
道
路
で
あ
る
。
観
光
開
発
と
国
道
調
号

線
の
代
替
ル
ー
ト
と
し
て
、
弘
年
に
道
々

認
定
さ
れ
た
。

◆
麗
年
目
の
驚
き

横
断
道
の
き
っ
か
け
は
、
層
雲
峡
発
電

所
の
建
設
だ
。
電
源
開
発
の
一
環
と
し
て

出
力
２
万
３
８
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
発
電

所
が
馳
年
に
作
ら
れ
た
が
、
そ
の
「
観
光

補
償
』
と
し
て
地
元
の
要
望
に
よ
り
こ
の

計
画
が
出
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
い
ま
に

し
て
み
れ
ば
驚
く
よ
う
な
発
想
だ
が
、
発

電
の
取
水
に
よ
っ
て
層
雲
峡
渓
谷
の
流
水

が
減
り
、
観
光
価
値
が
下
が
る
た
め
、
見

返
り
に
新
し
い
景
勝
地
を
開
発
せ
よ
と
い

う
の
は
、
自
然
保
護
論
議
の
乏
し
か
っ
た

当
時
と
し
て
は
あ
た
り
ま
え
の
考
え
方
だ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

工
事
は
、
赤
岳
観
光
道
路
と
し
て
馳
年

に
着
工
。
“
年
ま
で
工
事
が
進
め
ら
れ
、

師
年
中
止
と
な
っ
た
。
道
路
は
、
現
在
の

銀
泉
台
を
経
て
標
高
お
よ
そ
１
５
０
０
ｍ

地
点
ま
で
つ
く
ら
れ
た
。

一
般
道
路
と
し
て
は
、
道
内
最
標
高
点

ま
で
の
ぼ
っ
た
こ
の
道
路
は
、
最
後
つ
づ

ら
折
り
の
タ
ー
ン
を
繰
り
返
し
て
、
赤
岳

の
貴
重
な
亜
高
山
帯
の
森
林
と
高
山
植
生

を
破
壊
し
た
。
弱
年
か
ら
は
、
銀
泉
台
ま

で
バ
ス
が
通
う
よ
う
に
な
り
（
現
在
は
中

止
）
、
訪
れ
た
大
勢
の
観
光
客
が
一
層
破

堰
に
拍
車
を
か
け
た
。
そ
の
た
め
、
北
海

道
自
然
保
護
協
会
は
師
年
と
師
年
の
二
度

に
わ
た
っ
て
道
に
中
止
要
望
書
を
提
出
。

◆
破
壌
さ
れ
た
高
山
帯

、
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大
雪
縦
貫
道
の
方
は
、
瀦
年
前
の
弼
年

皿
月
皿
日
に
、
北
海
道
開
発
庁
が
環
境
庁

に
対
し
、
着
工
申
請
を
取
り
下
げ
る
か
た

ち
で
中
止
と
な
っ
た
。

こ
の
日
、
道
開
発
庁
局
長
名
の
文
書
に

道
知
事
の
同
意
書
を
付
し
た
取
り
下
げ
文

書
が
、
環
境
庁
に
送
付
さ
れ
た
。
こ
れ
を

受
け
て
環
境
庁
は
、
翌
日
、
最
終
結
論
を

出
す
予
定
だ
っ
た
自
然
環
境
保
全
審
議
会

自
然
公
園
部
会
の
直
前
に
＄
同
道
路
の
諮

問
を
取
り
下
げ
た
。

全
国
的
な
論
議
を
背
景
に
、
現
地
調
査

ま
で
行
っ
て
長
い
間
審
議
を
し
て
き
た
審

議
会
は
、
審
議
対
象
の
取
り
下
げ
と
い
う

異
例
の
事
態
に
遭
っ
て
、
結
論
を
封
じ
込

め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
、

審
議
会
は
そ
れ
ま
で
の
審
議
結
果
を
踏
ま

え
て
、
国
立
公
園
内
に
お
け
る
今
後
の
車

道
の
あ
り
方
に
つ
い
て
厳
し
い
指
針
を
つ

く
り
、
一
般
的
な
形
に
し
て
、
当
時
の
自

然
公
園
部
会
の
林
修
三
部
会
長
が
公
表
し

た
。
い
わ
ゆ
る
「
林
談
話
」
で
あ
る
。

開
発
庁
の
取
り
下
げ
理
由
は
、
自
然
環

境
に
与
え
る
影
蕃
を
引
き
続
き
継
続
調
査

す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
が
、
そ
の
真
相

は
、
審
議
会
が
縦
貫
道
建
設
に
不
許
可
の

当
時
の
町
村
知
事
が
決
断
し
て
中
止
と
な

っ
た
い
き
さ
つ
が
あ
る
。

◆
狡
滑
な
開
発
庁

答
申
を
出
す
と
、
再
申
請
が
で
き
な
く
な

る
こ
と
を
恐
れ
て
の
所
業
だ
っ
た
。

当
時
の
江
崎
開
発
庁
長
官
が
「
取
り
下

げ
は
、
断
念
と
区
別
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
コ
メ
ン
ト
し
た
よ
う
に
、
着
工
の
機
会

を
な
く
さ
ず
、
当
面
す
る
政
治
憎
勢
だ
け

は
回
避
し
て
お
こ
う
と
い
う
ず
る
い
結
論

を
出
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

そ
の
意
味
で
、
縦
貫
道
は
、
中
止
さ
れ

た
と
い
う
よ
り
凍
結
さ
れ
て
い
た
と
い
っ

た
方
が
妥
当
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ

の
証
拠
に
、
こ
の
問
題
は
、
こ
の
後
も
大

雪
山
の
リ
ゾ
ー
ト
計
画
と
絡
ん
で
再
浮
上

し
た
り
、
あ
る
い
は
開
発
局
の
管
内
事
業

図
に
予
定
路
線
と
し
て
書
き
込
ま
れ
続
け

た
り
、
絶
え
ず
鎌
首
を
も
た
げ
た
。

横
断
道
の
方
は
、
未
開
削
区
間
の
大
部

分
が
国
立
公
園
の
特
別
保
護
地
域
内
に
あ

り
、
公
園
計
画
の
中
で
も
車
道
と
し
て
の

整
備
計
画
が
な
い
、
あ
る
い
は
、
銀
泉
台

上
方
の
ヘ
ア
ピ
ン
タ
ー
ン
部
分
に
植
生
回

復
工
事
が
な
さ
れ
る
な
ど
、
工
事
が
再
開

さ
れ
る
可
能
性
は
な
か
っ
た
が
、
縦
貫
道

の
方
は
、
林
談
話
が
出
さ
れ
た
と
は
い
え

絶
え
ず
そ
の
危
険
性
を
孕
ん
で
い
た
。

そ
の
意
味
で
、
今
回
、
道
が
建
設
断
念

の
方
向
を
正
式
表
明
し
た
こ
と
は
、
開
発

◆
自
然
保
護
運
動
史
上
の
快
挙

局
の
事
実
上
の
再
申
請
を
封
じ
た
こ
と
に

な
り
、
縦
貫
道
問
題
に
終
止
符
を
打
つ
点

で
非
常
に
重
要
で
あ
る
。

最
近
の
長
良
川
河
口
堰
問
題
を
み
て
も

事
実
上
、
決
定
を
み
て
い
た
国
の
大
き
な

開
発
計
画
が
中
止
に
な
る
こ
と
は
ま
ず
な

い
。
か
つ
て
の
尾
瀬
の
自
動
車
道
中
止
や

最
近
で
は
宍
道
湖
。
中
海
の
淡
水
化
事
業

の
凍
結
例
（
最
近
復
活
の
動
き
あ
り
）
も

あ
る
が
、
い
ず
れ
も
着
工
後
の
中
止
や
凍

結
で
、
未
然
に
防
止
さ
れ
た
例
は
、
“
年

の
三
島
・
沼
津
に
お
け
る
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト

公
害
反
対
運
動
が
あ
る
だ
け
で
あ
る
。

大
雪
縦
貫
道
の
中
止
が
確
定
す
る
と
、

自
然
保
護
分
野
で
の
初
の
快
挙
で
あ
り
、

そ
の
意
義
は
極
め
て
大
き
い
。

大
雪
山
国
立
公
園
は
、
広
さ
の
点
で
も

自
然
の
質
の
高
さ
で
も
、
わ
が
国
の
国
立

公
園
の
中
で
は
抜
き
出
た
地
位
に
あ
る
。

そ
れ
ら
は
地
球
の
長
い
歴
史
の
中
で
形
づ

く
ら
れ
、
人
々
と
の
深
い
関
わ
り
合
い
の

中
で
、
現
在
の
姿
を
保
っ
て
い
る
。
多
様

な
生
物
相
と
大
き
な
ひ
と
ま
と
ま
り
の
豊

か
な
自
然
生
態
系
が
保
存
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
に
、
そ
の
存
在
価
値
が
あ
る
。
大
雪

山
の
貴
重
な
動
植
物
や
地
形
は
い
う
に
及

ば
ず
、
そ
こ
に
発
す
る
『
母
な
る
石
狩
川

◆
問
わ
れ
る
士
幌
高
原
道
路

星

や
十
勝
川
」
の
恵
み
を
考
え
る
と
、
大
雪

山
は
何
よ
り
も
道
民
の
八
生
命
の
シ
ン
ボ

ル
Ｖ
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
す
る
。

自
然
環
境
の
存
在
と
質
が
地
球
規
模
で

問
わ
れ
て
い
る
現
在
、
大
雪
山
の
持
つ
自

然
環
境
の
意
味
は
、
今
後
ま
す
ま
す
重
要

性
を
増
す
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
く
、
い
ま

問
題
に
な
っ
て
い
る
士
幌
高
原
道
路
は
、

明
ら
か
に
時
代
逆
行
の
行
為
で
あ
る
。

縦
貫
道
と
違
い
、
開
発
道
路
の
指
定
も

な
く
、
道
の
決
断
ひ
と
つ
で
、
い
つ
で
も

中
止
で
き
る
問
題
な
の
で
、
一
刻
も
早
い

解
決
が
必
要
だ
。

ま
た
、
道
路
問
題
の
根
底
に
は
、
地
域

振
興
や
ま
ち
づ
く
り
の
問
題
が
必
ず
横
た

わ
っ
て
い
る
。
道
路
開
発
云
々
の
論
議
に

と
ど
ま
ら
ず
、
住
民
が
日
常
的
に
広
い
視

野
か
ら
こ
れ
ら
の
課
題
に
取
り
組
め
る
よ

う
な
、
様
々
な
し
か
け
や
シ
ス
テ
ム
こ
そ

が
、
い
ま
、
な
に
よ
り
も
必
要
で
あ
る
。
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弓毎

ナ
キ
ウ
サ
ギ
裁
判
が
始
ま
っ
た
。
昨
年

ｕ
月
泌
日
の
こ
と
で
あ
る
。

原
告
団
（
八
木
健
三
北
大
・
東
北
大
名

誉
教
授
以
下
加
入
）
の
事
務
局
と
し
て
の

役
割
分
担
も
何
と
か
ク
リ
ア
ー
し
て
、
当

日
を
迎
え
た
。

裁
判
が
始
ま
る
前
に
、
裁
判
所
前
で
、

原
告
を
含
む
自
然
保
護
団
体
が
横
断
幕
を

掲
げ
、
ア
シ
ビ
ー
ル
し
た
。
「
私
た
ち
の

住
家
を
奪
わ
な
い
で
！
ナ
キ
ウ
サ
ギ
」

「
子
供
た
ち
に
残
そ
う
北
海
道
の
大
自

然
」
な
ど
、
３
枚
の
横
断
幕
は
、
予
想
し

た
よ
う
に
マ
ス
コ
ミ
の
注
目
を
集
め
た
。

＊
＊
＊

「
抽
避
に
し
ま
す
。
』

わ
ざ
わ
ざ
全
道
各
地
か
ら
、
東
京
か
ら

も
来
て
い
る
と
い
う
の
に
、
抽
選
は
な
い

で
し
ょ
う
。

「
そ
ん
な
に
来
る
の
か
」

１
０
０
人
以
上
は
来
ま
す
。

録
音
は
取
れ
ま
せ
ん
か
？

「
テ
ー
プ
、
写
真
は
だ
め
で
す
。
メ
モ

は
取
れ
ま
す
。
」

事
前
の
法
廷
下
見
時
、
弁
護
団
長
で
原

告
の
ひ
と
り
で
も
あ
る
市
川
弁
護
士
の
要

請
に
よ
り
、
予
定
さ
れ
て
い
た
法
廷
か
ら

札
幌
地
裁
で
は
一
番
大
き
い
５
号
法
廷
に

変
わ
っ
た
。

＊
＊
＊

午
後
０
時
別
分
、
事
前
の
打
ち
合
わ
せ

通
り
、
ナ
キ
ウ
サ
ギ
の
縫
い
ぐ
る
み
を
手

に
、
原
告
側
捕
佐
人
で
元
環
境
庁
長
官
の

大
石
武
一
氏
を
囲
ん
で
、
原
告
と
弁
護
団

が
裁
判
所
の
正
面
玄
関
に
向
か
い
、
マ
ス

コ
ミ
の
洗
礼
を
受
け
る
。

午
後
１
時
、
法
廷
内
で
は
、
傍
聴
者
が

ぞ
く
ぞ
く
集
ま
る
た
め
、
警
備
員
が
総
出

で
補
助
椅
子
を
運
び
込
む
。
定
員
邪
人
に

対
し
、
傍
聴
者
１
３
０
人
の
入
廷
は
、
異

例
の
措
置
だ
と
い
う
。

刈
分
遅
れ
の
開
廷
。
原
告
席
、
傍
聴

席
、
と
も
に
す
し
詰
め
で
身
動
き
が
で
き

な
い
た
め
、
座
っ
た
ま
ま
の
開
廷
と
な
っ

た
。
（
こ
れ
は
異
例
の
こ
と
で
、
通
常
は

起
立
・
礼
で
始
ま
る
そ
う
だ
）

「
裁
判
長
、
お
願
い
が
あ
る
の
で
す

が
、
傍
聴
者
が
あ
と
５
～
６
人
、
廊
下
で

待
っ
て
お
り
ま
す
。
立
っ
て
の
傍
聴
に
何

と
か
ご
配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。
」

「
立
っ
た
ま
ま
の
傍
聴
は
、
で
き
ま

せ
ん
。
休
廷
に
し
て
、
椅
子
を
入
れ
ま

す
か
。
」

「
お
願
い
し
ま
す
。
」

「
休
廷
に
し
ま
す
。
補
助
椅
子
を
入
れ

て
や
り
な
さ
い
。
」

「
ペ
ニ
ス
の
商
人
』
を
思
い
出
し
た
。

「
裁
判
長
は
好
意
的
だ
」
と
思
っ
た
。

原
告
席
向
い
側
の
被
告
席
に
は
、
道
庁

土
木
課
の
面
々
・
傍
聴
席
に
も
、
道
庁
各

担
当
課
職
員
。
そ
の
他
、
開
発
・
推
進
派

の
人
々
の
見
覚
え
の
あ
る
顔
が
あ
っ
た
。

原
告
側
の
５
人
が
意
見
陳
述
を
終
え
た

瞬
間
、
傍
聴
席
、
原
告
席
か
ら
拍
手
が
起

き
た
。
法
廷
内
で
の
拍
手
は
禁
止
。
思
わ

ず
、
裁
判
長
の
顔
を
窺
う
。
裁
判
長
は
、

一
瞬
、
表
情
が
強
張
っ
た
も
の
の
、
何
も

言
わ
な
い
。
ほ
っ
と
し
た
。

約
１
時
間
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
が
、
今
後

の
裁
判
の
流
れ
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ

る
か
。
興
味
深
い
貴
重
な
体
験
を
し
た
。

＊
＊
＊

前
夜
の
札
幌
で
の
支
援
集
会
も
す
ば
ら

し
か
っ
た
。

ｕ
月
幻
日
午
後
６
時
よ
り
始
ま
っ
た

「
大
雪
の
自
然
と
ナ
キ
ウ
サ
ギ
を
守
る
つ

ど
い
」
の
幕
開
け
を
飾
っ
た
の
は
、
「
う

た
ご
え
サ
ー
ク
ル
春
の
森
」
の
合
唱
組
曲

「
ナ
キ
ウ
サ
ギ
」
で
あ
っ
た
。
子
供
た
ち

と
大
人
た
ち
の
絶
妙
な
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
、

大
雪
の
自
然
と
ナ
キ
ウ
サ
ギ
の
姿
を
思
い

浮
か
べ
、
感
動
し
た
。
し
か
も
、
自
然
保

護
に
大
変
理
解
の
あ
る
関
山
昭
子
代
表
の

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ら
」
と
い
う
条
件
の

無
料
出
演
で
あ
る
。
改
め
て
感
謝
！

「
裁
判
を
支
援
す
る
会
」
代
表
の
石
城

謙
吉
北
大
演
習
林
総
林
長
の
「
こ
の
裁
判

は
、
常
識
が
非
常
識
を
問
う
裁
判
で
あ
り

八
陪
審
員
Ｖ
で
あ
る
道
民
の
気
持
ち
が
裁

判
を
動
か
し
て
い
く
」
と
い
う
趣
旨
の
挨

拶
が
、
強
く
印
象
に
残
っ
た
。

ｰ

～
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今サギ裁判と

『時のア憧又〆

争婁

｢大雪山のナキウサギ裁判を支援す 会」事務局彊

由原胴干

昨
年
ｎ
月
、
全
国
か
ら
注
目
を
集
め
て

ス
タ
ー
ト
し
た
「
ナ
キ
ウ
サ
ギ
裁
判
」

は
、
ほ
ぼ
２
か
月
お
き
に
開
か
れ
る
裁
判

で
、
原
告
側
の
弁
霞
団
が
ユ
ニ
ー
ク
な
意

見
陳
述
を
展
開
し
て
い
る
。

３
回
目
の
意
見
陳
述
で
は
、
ト
ン
ネ
ル

道
路
予
定
地
の
豊
か
な
自
然
を
説
明
す
る

た
め
に
、
帥
枚
の
ス
ラ
イ
ド
が
上
映
さ
れ

た
。
日
本
で
最
大
規
模
の
風
穴
地
形
が
つ

く
り
あ
げ
た
「
世
界
で
も
こ
こ
に
し
か
な

い
」
特
異
な
生
態
系
を
次
々
と
映
し
出
す

ス
ラ
イ
ド
の
迫
力
と
、
説
明
す
る
市
川
守

弘
弁
護
団
長
の
熱
弁
に
、
法
廷
内
で
は
禁

止
さ
れ
て
い
る
拍
手
が
、
期
せ
ず
し
て
傍

聴
席
か
ら
起
き
た
。

４
回
目
は
、
「
ナ
キ
ウ
サ
ギ
ふ
ぁ
ん
く

ら
ぶ
」
が
作
成
し
た
ビ
デ
オ
『
ナ
キ
ウ
サ

ギ
の
世
界
』
が
上
映
さ
れ
た
。
「
も
し
、

ト
ン
ネ
ル
が
建
設
さ
れ
れ
ば
、
ナ
キ
ウ
サ

ギ
の
最
大
の
生
息
地
へ
の
影
韓
は
ま
ぬ
が

れ
な
い
」
と
専
門
家
が
懸
念
す
る
フ
ィ
ー

ル
ド
で
、
ふ
ぁ
ん
く
ら
ぶ
が
撮
影
し
、
編

集
し
た
ビ
デ
オ
に
は
、
ナ
キ
ウ
サ
ギ
の
様

々
な
表
情
と
生
態
が
記
録
さ
れ
て
い
た
。

皿
月
９
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
６
回
目

の
裁
判
で
は
、
早
く
も
、
裁
判
官
の
現
地

検
証
が
実
現
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
当
日

は
、
裁
判
長
以
下
３
人
の
裁
判
官
が
、
ト

ン
ネ
ル
予
定
地
の
大
雪
山
（
白
雲
山
）
を

登
る
野
外
裁
判
と
な
る
。
大
雪
山
国
立
公

園
を
舞
台
に
し
た
裁
判
で
は
、
道
中
や
山

頂
で
、
専
門
家
に
よ
る
風
穴
、
植
生
、
ナ

キ
ウ
サ
ギ
、
タ
カ
ネ
オ
ニ
グ
モ
、
火
山
な

ど
の
意
見
陳
述
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

「
こ
の
野
外
裁
判
は
、
日
本
の
裁
判
の

歴
史
に
残
る
の
で
は
な
い
か
」
・
別
名
の

大
弁
腰
団
の
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
・
野
呂
汎
弁

護
士
の
感
想
に
、
原
告
団
の
メ
ン
バ
ー
は

こ
の
裁
判
の
意
義
を
再
認
識
。
「
な
ん
と

か
勝
利
し
て
、
自
然
保
護
裁
判
の
先
駆
け

に
」
と
決
意
を
新
た
に
し
た
。

こ
の
よ
う
な
ス
ラ
イ
ド
や
ビ
デ
オ
を
使

っ
た
意
見
陳
述
も
、
現
地
検
証
も
、
通
常

は
、
な
か
な
か
実
現
し
な
い
そ
う
だ
。
し

か
し
、
今
回
の
裁
判
で
は
、
原
告
側
弁
護

団
の
提
案
の
ほ
と
ん
ど
が
、
実
現
し
て
い

る
と
い
う
。
こ
れ
は
、
被
告
で
あ
る
知
事

側
弁
護
団
の
反
対
が
、
ほ
と
ん
ど
な
い
と

い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
な
ぜ
か
？

そ
れ
は
、
北
海
道
が
７
月
晦
日
に
公
表

し
た
「
時
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
と
関
連
し

て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
。

＊
＊
＊

「
時
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
は
、
北
海
道

が
全
国
に
先
駆
け
て
導
入
し
た
、
公
共
事

業
見
直
し
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

正
式
名
称
を
「
時
代
の
変
化
を
踏
ま
え
た

施
策
の
再
評
価
」
と
い
う
。
「
長
期
間
停

滞
し
て
い
る
事
業
を
、
時
代
の
変
化
に
応

じ
て
、
大
胆
に
見
直
そ
う
』
と
い
う
こ
の

構
想
の
き
っ
か
け
は
、
士
幌
高
原
道
路
計

画
の
中
止
を
求
め
る
「
大
雪
山
の
ナ
キ
ウ

サ
ギ
裁
判
」
の
提
訴
と
い
わ
れ
て
い
る
。

「
時
の
ア
セ
ス
」
で
「
事
業
を
見
直
そ

う
」
と
目
標
を
掲
げ
た
北
海
道
と
し
て
は

そ
の
対
象
事
業
の
筆
頭
に
あ
げ
た
士
幌
高

原
道
路
に
つ
い
て
、
ト
ン
ネ
ル
計
画
の
是

非
を
は
っ
き
り
と
主
狼
す
る
こ
と
は
難
し

い
。
そ
こ
で
裁
判
で
は
、
内
容
に
は
で
き

る
だ
け
立
ち
入
ら
ず
、
も
っ
ぱ
ら
手
続
き

面
で
の
意
見
陳
述
に
と
ど
め
、
な
り
ゆ
き

を
静
観
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

し
か
し
、
『
時
の
ア
セ
ス
」
構
想
が
発

表
さ
れ
た
今
年
１
月
か
ら
、
見
直
し
対
象

事
業
名
が
公
表
さ
れ
た
７
月
ま
で
の
道
の

り
は
、
混
乱
を
き
わ
め
た
。
公
共
事
業
が

全
国
的
に
問
い
直
さ
れ
て
い
る
中
で
、
そ

の
対
象
と
な
る
こ
と
は
「
中
止
」
を
意
味

す
る
。
こ
の
よ
う
な
危
機
感
を
も
っ
た
士

幌
高
原
道
路
の
地
元
・
十
厨
選
出
の
道
議

会
溌
員
が
一
斉
に
反
発
し
、
ア
セ
ス
の
対

象
か
ら
外
そ
う
と
、
知
事
や
道
庁
幹
部
に

議
会
対
策
を
か
ら
め
て
執
勘
に
働
き
か
け

た
か
ら
で
あ
る
。
「
然
別
湖
へ
の
直
結
道

路
は
釦
年
来
の
地
元
の
悲
願
」
と
、
地
元

の
利
益
し
か
念
頭
に
な
い
士
幌
町
の
、
公

費
と
広
報
を
使
っ
た
な
り
ふ
り
構
わ
ず
の

陳
情
・
宣
伝
。
ま
き
か
え
し
も
凄
じ
い
。

裁
判
は
顛
調
に
展
開
し
て
い
る
が
、
予

断
は
許
さ
な
い
状
況
で
あ
る
。
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な菰望んでいい
り

I

サンルタム

下川町在住・ 「サンルダム建設を考える集い」実行委

滝川

人
口
約
４
６
０
０
人
の
下
川
町
内
を
流

れ
る
天
塩
川
水
系
の
サ
ン
ル
川
（
写
真
１
）

は
、
道
北
有
数
の
ヤ
マ
ベ
の
魚
影
が
濃
い

清
流
と
し
て
知
ら
れ
る
。
市
街
地
か
ら
北

へ
約
三
キ
ロ
の
地
点
で
サ
ン
ル
川
を
せ
き

止
め
、
堤
高
弱
メ
ー
ト
ル
、
堤
頂
長
３
７

５
メ
ー
ト
ル
、
総
貯
水
量
７
３
０
０
万
立

方
メ
ー
ト
ル
の
重
力
式
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ダ

ム
を
造
る
ｌ
と
い
う
の
が
サ
ン
ル
ダ
ム

計
画
で
あ
る
。

建
設
省
の
直
轄
ダ
ム
で
、
事
業
者
は
道

開
発
局
。
治
水
や
利
水
、
発
電
な
ど
が
建

設
目
的
と
さ
れ
る
。
昨
年
８
月
に
基
本
計

画
が
決
定
し
、
５
３
０
億
円
の
事
業
費
を

投
じ
て
２
０
０
８
年
完
成
が
目
標
、
と
い

う
。
本
年
度
は
、
用
地
調
査
や
道
道
下
川

雄
武
線
付
け
替
え
工
事
に
向
け
た
測
量
な

ど
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
冊
年
こ
ろ
に
道

道
の
付
け
替
え
工
事
を
始
め
て
、
そ
の
数

年
後
に
本
体
着
工
ｌ
と
い
う
の
が
開
発

局
の
描
く
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
だ
。

下
川
町
の
役
場
庁
舎
に
は
、
「
ダ
ム
着

工
」
を
め
ざ
す
垂
れ
幕
が
掛
か
る
（
写
真

２
）
・
公
共
事
業
を
企
業
誘
致
感
覚
で
捉

え
る
行
政
の
姿
勢
を
象
徴
す
る
も
の
だ

が
、
住
民
は
ダ
ム
を
切
望
し
て
い
な
い
。

事
業
の
発
端
は
、
加
年
前
の
「
天
塩
川

水
系
工
事
実
施
基
本
計
画
』
に
名
寄
川
上

流
の
ダ
ム
が
登
場
し
た
こ
ろ
に
さ
か
の
ぼ

る
。
流
域
住
民
が
建
設
を
要
請
し
た
訳
で

は
な
く
、
先
に
八
国
の
計
画
あ
り
き
Ｖ
の

出
発
だ
っ
た
。
計
画
に
便
乗
し
た
町
は
建

設
陳
情
を
進
め
、
開
発
局
は
サ
ン
ル
川
周

辺
な
ど
で
予
備
調
査
を
実
施
し
た
が
、
和

年
代
後
半
に
は
い
っ
た
ん
消
え
た
。

状
況
が
変
わ
っ
た
の
は
、
脇
年
に
原
田

四
郎
町
長
が
初
当
選
し
て
か
ら
。
大
規
模

事
業
を
確
保
し
た
い
開
発
局
と
過
疎
の
町

の
利
害
が
一
致
し
て
、
銘
年
に
は
実
施
計

画
調
査
が
始
ま
り
、
着
工
に
向
け
た
動
き

が
加
速
。
水
没
予
定
地
の
農
家
蝿
戸
は
建

設
に
同
意
し
、
町
の
先
走
り
も
手
伝
っ

て
、
と
ん
と
ん
拍
子
で
手
続
き
が
進
ん

だ
。
下
川
自
然
を
考
え
る
会
（
加
茂
清
会

長
）
か
ら
環
境
破
堪
を
懸
念
す
る
意
見
が

出
さ
れ
た
が
、
大
き
な
動
き
に
は
な
ら

写真1

ず
、
昨
年
春
に
は
道
環
境
ア
セ
ス
条
例
に

基
づ
く
一
連
の
手
続
き
も
終
了
し
た
。

※
※

開
発
局
の
環
境
ア
セ
ス
準
備
書
は
、
す

こ
ぶ
る
杜
撰
な
も
の
だ
。
サ
ケ
や
カ
ラ
フ

ト
マ
ス
の
遡
上
を
目
撃
し
た
住
民
が
説
明

会
で
記
載
漏
れ
を
指
摘
し
て
が
、
半
年
後

の
評
価
書
で
も
追
加
さ
れ
な
か
っ
た
。

水
没
予
定
地
周
辺
は
ク
マ
ゲ
ラ
の
生
息

密
度
が
濃
い
地
域
だ
。
糖
度
の
粗
い
ア
セ

ス
で
す
ら
、
営
巣
木
一
本
と
採
餌
木
粥
本

が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
名
寄
野
鳥
の
会
事

務
局
長
の
水
間
秀
文
さ
ん
は
、
「
道
道
に

近
い
混
交
林
な
ど
に
良
好
な
生
息
環
境
が

残
り
、
（
水
没
予
定
地
に
近
い
）
一
の
沢

や
前
田
山
に
は
何
つ
が
い
か
が
棲
息
す
る

は
ず
」
と
指
摘
す
る
。

猛
き
ん
類
も
多
い
。
水
間
さ
ん
は
今
年

夏
、
タ
カ
の
一
種
で
ハ
チ
の
幼
虫
を
食
べ

る
ハ
チ
ク
マ
を
目
撃
し
た
。
「
道
内
の
ハ

チ
ク
マ
の
数
は
、
ア
セ
ス
で
確
認
済
み
の

ハ
イ
タ
カ
よ
り
も
少
な
い
。
オ
オ
タ
カ
も

写真2
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生
息
す
る
は
ず
。
こ
れ
ら
猛
き
ん
類
の
営

巣
木
が
見
つ
か
る
可
能
性
が
あ
る
」
（
水

間
さ
ん
）
。
大
型
の
フ
ク
ロ
ウ
の
目
撃
例

も
複
数
あ
る
。
一
帯
は
森
林
伐
採
や
農
地

開
発
が
繰
り
返
さ
れ
た
も
の
の
、
ま
だ
ま

だ
良
好
な
自
然
環
境
が
残
る
。

サ
ン
ル
川
の
せ
せ
ら
ぎ
が
聞
こ
え
る
町

有
林
の
一
角
（
水
没
予
定
地
・
標
高
約
１

７
０
メ
ー
ト
ル
）
に
、
イ
ソ
ッ
ッ
ジ
や
コ

ケ
モ
モ
な
ど
の
高
山
・
亜
高
山
植
物
が
生

育
す
る
、
釦
ア
ー
ル
ほ
ど
の
場
所
が
あ

る
。
８
月
下
旬
、
地
下
２
、
鋤
セ
ン
チ
の

温
度
を
測
定
す
る
と
、
最
低
で
１
度
、
そ

の
周
辺
は
４
～
７
度
（
写
真
３
）
・
地
温

が
最
も
高
く
な
る
９
ぃ
岨
月
に
も
冷
温
状

態
の
ま
ま
だ
っ
た
。
地
下
環
境
と
一
体
で

写真3

イ
ソ
ッ
ッ
ジ
な
ど
が
生
育
し
て
お
り
、
累

石
風
穴
地
の
可
能
性
が
高
い
。
ホ
ソ
バ
ミ

ズ
ゴ
ケ
や
イ
ワ
ダ
レ
ゴ
ケ
な
ど
、
風
穴
植

生
に
特
徴
的
な
コ
ケ
も
見
ら
れ
る
。

※
※

最
大
の
建
設
目
的
は
天
塩
川
水
系
の
洪

水
調
節
と
さ
れ
る
。
１
０
０
年
に
一
回
レ

ベ
ル
の
洪
水
時
、
ダ
ム
地
点
の
計
画
高
水

流
量
７
０
０
脚
／
秒
の
う
ち
６
１
０
脚
／

秒
を
カ
ッ
ト
す
る
ｌ
と
の
計
画
だ
が
、

築
堤
整
備
な
ど
が
進
ん
だ
名
寄
川
流
域

で
、
洪
水
被
害
に
悩
む
声
は
聞
か
れ
な

い
。
天
塩
川
下
流
域
で
も
、
治
水
ダ
ム
を

求
め
る
声
は
希
薄
で
、
上
流
の
ダ
ム
計
画

の
存
在
す
ら
知
ら
な
い
住
民
が
大
方
。
開

発
局
の
唱
え
る
大
義
名
分
は
、
か
つ
て
洪

水
被
害
を
受
け
た
、
下
流
住
民
の
切
実
な

要
望
か
ら
出
発
し
た
も
の
で
は
な
い
。

天
塩
川
水
系
に
占
め
る
サ
ン
ル
川
の
流

域
面
積
は
わ
ず
か
３
％
で
、
上
流
で
洪
水

を
せ
き
止
め
て
も
効
果
は
知
れ
て
い
る
。

む
し
ろ
、
過
去
の
洪
水
で
被
害
を
受
け
た

個
所
の
重
点
整
備
や
、
中
～
下
流
域
に
残

る
旧
河
川
の
遊
水
池
化
、
森
林
の
洪
水
調

節
機
能
を
活
か
し
た
「
緑
の
ダ
ム
」
の
強

化
を
組
み
合
わ
せ
た
総
合
的
な
治
水
対
策

へ
と
、
河
川
政
策
を
転
換
す
べ
き
だ
。

下
川
町
と
名
寄
市
の
水
道
用
水
（
一
日

当
た
り
４
２
３
０
脚
）
の
確
保
、
発
電

（
最
大
出
力
１
４
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）
も

建
設
目
的
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
が
、
サ

ン
ル
川
の
表
流
水
を
上
水
道
に
供
給
し
て

下
川
町
で
は
、
水
は
足
り
て
い
る
。
逆

に
、
ダ
ム
楜
で
水
質
が
落
ち
た
水
を
飲
ま

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
名
寄
川
を
上

水
源
に
す
る
名
寄
市
は
今
後
、
人
口
減
な

ど
で
水
道
使
用
量
の
急
激
な
伸
び
は
あ
り

え
な
い
。
夏
の
一
時
期
に
水
が
不
足
気
味

の
年
が
あ
る
が
、
巨
大
ダ
ム
に
頼
ら
な
く

て
も
、
節
水
や
雨
水
の
利
用
、
新
た
な
水

源
確
保
な
ど
の
代
替
策
が
あ
る
。

発
電
は
、
道
内
の
直
轄
ダ
ム
の
最
小
規

模
で
、
付
け
足
し
の
印
象
が
強
い
。
い
ず

れ
の
建
設
目
的
も
、
流
域
住
民
に
と
っ
て

必
要
性
に
乏
し
い
も
の
だ
。

い
ま
地
元
で
は
、
町
民
皿
人
ほ
ど
で
実

行
委
員
会
を
つ
く
り
、
建
設
の
是
非
を
原

点
か
ら
問
う
べ
く
動
き
始
め
た
。
童
話
作

家
の
加
藤
多
一
さ
ん
と
本
連
合
副
代
表
の

寺
島
一
男
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
、
昨
年
の
９

月
上
旬
「
ダ
ム
建
設
を
考
え
る
集
い
』
を

初
め
て
開
催
（
町
内
外
か
ら
約
如
人
が
参

加
）
し
、
活
動
を
出
発
さ
せ
た
（
写
真

４
）
・加

月
に
は
、
町
内
約
千
世
帯
を
対
象
に

新
聞
折
り
込
み
で
「
葉
書
ア
ン
ケ
ー
ト
」

を
実
施
し
た
。
１
２
０
通
あ
ま
り
の
回
答

が
あ
り
、
「
ダ
ム
は
い
ら
な
い
」
「
ダ
ム

で
町
は
豊
か
に
な
ら
な
い
』
と
答
え
た
人

が
帥
％
に
の
ぼ
っ
た
。
ダ
ム
建
設
に
民
意

－

4

1

－■

が
反
映
さ
れ
て
い
な
い
、
と
の
回
答
も
７

割
を
超
え
た
。
住
民
は
無
関
心
で
は
な

く
、
な
か
な
か
声
を
出
せ
な
い
の
だ
。
こ

う
し
た
結
果
を
基
に
私
た
ち
は
、
町
と
町

議
会
の
代
表
と
の
パ
ネ
ル
討
論
会
を
、
年

内
に
計
画
し
て
い
る
。

①
地
元
自
治
体
が
「
い
ら
な
い
』
と
方

針
転
換
す
る
②
町
民
世
論
の
大
勢
が
ダ
ム

反
対
に
傾
く
③
建
設
に
よ
る
悪
影
響
（
防

災
・
環
境
面
な
ど
）
が
顕
在
化
す
る
Ｉ

の
い
ず
れ
か
が
な
い
と
、
こ
こ
ま
で
進
ん

だ
計
画
を
中
止
。
凍
結
さ
せ
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
今
の
と
こ
ろ
決
定
打
は
な
い
。

が
、
ダ
ム
で
地
域
の
財
産
（
自
然
）
を

失
っ
て
か
ら
後
悔
し
て
も
遅
い
。
出
来
る

こ
と
か
ら
地
道
に
活
動
を
積
み
上
げ
た
い

も
の
だ
。
読
者
の
皆
さ
ん
の
協
力
や
ア
ド

バ
イ
ス
に
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

＝ご＝二一一
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今
年
１
月
Ⅳ
日
、
夕
方
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
テ
レ

ビ
ニ
ュ
ー
ス
の
中
で
、
北
条
紘
二
北
海
道

開
発
局
長
が
「
千
歯
川
放
水
路
計
画
つ
い

て
、
見
直
し
も
あ
り
得
る
と
発
言
し
た
」

と
い
う
画
面
に
く
ぎ
づ
け
に
な
る
。

翌
日
、
北
海
道
新
聞
が
一
面
ト
ッ
プ
で

「
北
条
開
発
局
長
、
放
水
路
見
直
し
に
言

及
」
と
大
見
出
し
で
報
道
。
連
日
の
よ
う

に
新
聞
は
放
水
路
計
画
の
関
連
記
事
を
連

載
し
、
１
月
蝕
日
同
紙
は
「
見
直
し
を
た

め
ら
う
な
」
と
社
説
を
掲
載
す
る
。

こ
の
計
画
が
ど
う
な
る
の
か
を
判
断
す

る
の
は
時
期
尚
早
で
あ
る
が
、
今
年
が
大

き
な
曲
が
り
角
に
な
る
の
は
間
違
い
な
い

こ
と
だ
ろ
う
。

千
歳
川
放
水
路
計
画
の
概
要
と
経
緯

を
、
放
水
路
の
出
口
と
な
る
地
元
苫
小
牧

で
、
臆
年
間
見
続
け
て
き
た
一
人
と
し
て

簡
単
に
ま
と
め
て
み
た
い
。

別
年
（
昭
和
弱
年
）
８
月
、
前
線
と
台

風
の
影
響
で
本
道
は
大
雨
に
襲
わ
れ
る
。

と
く
に
３
日
か
ら
６
日
に
か
け
て
、
千
歳

川
流
域
で
は
平
均
３
４
０
判
を
越
す
豪
雨

と
な
り
、
北
海
道
開
び
や
く
以
来
の
未
曾

有
の
大
洪
水
と
な
っ
た
。

江
別
市
、
千
歳
市
、
恵
庭
市
、
広
島

町
、
南
幌
町
、
長
沼
町
の
道
央
地
区
だ
け

で
１
９
２
賊
の
浸
水
、
住
宅
被
害
は
２
６

８
３
戸
に
及
び
、
被
害
総
額
は
２
２
２
億

３
０
０
０
万
円
の
大
水
害
で
あ
る
。

ま
た
８
月
下
旬
に
も
大
雨
に
襲
わ
れ
、

千
歯
川
全
体
で
１
２
７
５
戸
の
家
屋
が
被

災
し
た
。

建
設
省
河
川
局
が
馳
年
３
月
、
「
石
狩

川
水
系
工
事
実
地
基
本
計
画
」
を
策
定
。

こ
の
計
画
は
、
河
川
法
第
肥
条
に
基
づ

き
、
同
年
３
月
妬
日
に
河
川
審
議
会
を
経

て
決
定
さ
れ
、
計
画
の
目
玉
と
し
て
、
千

歳
川
放
水
路
計
画
が
公
式
に
認
め
ら
れ

た
。

そ
の
概
要
は
、
通
常
石
狩
川
に
合
流
し

て
い
る
千
鰻
川
を
、
洪
水
時
に
水
門
で
遮

断
、
途
中
の
大
学
排
水
に
設
け
ら
れ
る
呑

口
水
門
か
ら
、
千
歳
川
の
洪
水
流
を
逆
流

さ
せ
な
が
ら
放
水
、
洪
水
流
は
水
面
幅
２

０
０
ｍ
か
ら
３
０
０
ｍ
の
人
口
水
路
を
流

下
し
て
、
苫
小
牧
東
部
の
勇
払
川
河
口
に

い
た
る
流
路
延
長
如
魎
に
お
よ
ぶ
巨
大
な

治
水
計
画
で
あ
る
。

最
新
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
千
歯
川
の
河

川
改
修
を
含
め
て
完
成
ま
で
加
年
以
上
、

工
事
費
用
は
４
８
０
０
億
円
を
越
え
、
ま

た
水
路
掘
削
に
よ
る
土
砂
の
量
は
１
億
３

０
０
０
万
㎡
で
あ
る
と
い
う
。

し
か
し
、
当
時
は
地
元
に
ま
だ
詳
し
い

情
報
が
伝
わ
ら
ず
、
石
狩
川
太
平
洋
放
水

路
と
し
て
、
洪
水
時
に
石
狩
川
の
水
を
太

平
洋
に
流
す
荒
唐
無
稽
な
計
画
が
あ
る
ら

し
い
と
し
か
判
ら
な
か
っ
た
。
た
だ
、
ど

う
も
ウ
ト
ナ
イ
湖
が
危
な
い
と
い
う
噂
が

流
れ
、
地
元
自
然
保
護
団
体
や
野
鳥
の
会

は
蓄
戒
を
強
め
た
。

“
年
７
月
加
日
、
当
時
の
稲
村
左
近
四

郎
北
海
道
開
発
庁
長
官
が
記
者
会
見
し
、

年
内
に
ル
ー
ト
を
決
定
し
積
極
的
推
進
の

意
向
を
表
明
、
こ
の
計
画
が
一
般
に
知
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

①
美
々
川
本
流
か
ら
ウ
ト
ナ
イ
湖
を
通

り
安
平
川
に
抜
け
る
案
（
西
ル
ー
ト
）
、

②
遠
浅
川
を
経
由
し
て
安
平
川
に
合
流
す

る
（
東
ル
ー
ト
）
、
③
通
浅
川
か
ら
苫
東

基
地
北
西
部
を
通
過
し
勇
払
川
に
合
流
す

る
（
中
ル
ー
ト
）
の
三
ル
ー
ト
案
が
提
示

さ
れ
、
そ
の
ル
ー
ト
を
確
定
し
よ
う
と
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
ど
の
ル
ー
ト
に
し
て
も
美
々
川

の
源
流
部
を
通
過
す
る
こ
と
に
か
わ
り
は

な
く
、
美
々
川
の
枯
渇
の
危
険
性
を
秘
め

て
い
る
こ
と
に
な
る
。

私
た
ち
が
新
聞
等
で
具
体
的
に
千
歳
川

放
水
路
計
画
の
文
字
を
目
に
し
た
の
は
、

拠
年
６
月
鯉
日
の
地
元
紙
で
あ
る
苫
小
牧

民
報
が
初
め
て
で
あ
っ
た
．

こ
の
記
事
に
よ
る
と
、
地
元
苫
小
牧
市

に
机
上
プ
ラ
ン
と
い
う
こ
と
で
説
明
が
あ

っ
た
の
が
５
月
羽
日
と
な
っ
て
い
る
。
当

時
の
助
役
は
ま
だ
正
式
な
も
の
と
は
受
け

取
っ
て
い
な
い
と
い
う
コ
メ
ン
ト
を
述
べ

て
い
る
。

こ
れ
挺
蹴
の
大
き
な
事
業
で
あ
る
と
い

－

－

－8－



う
の
に
、
関
係
市
町
村
と
の
調
整
も
さ
れ

て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
非
常
に
不
可
解

で
あ
っ
た
。

後
日
談
で
は
あ
る
が
、
就
任
し
た
ば
か

り
の
稲
村
長
官
が
建
設
関
係
者
の
パ
ー
テ

ィ
ー
に
お
い
て
、
リ
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
で
こ

の
放
水
路
計
画
を
ぶ
ち
上
げ
た
、
と
い
う

の
が
真
相
ら
し
い
。
あ
わ
て
た
の
は
当
の

開
発
局
の
幹
部
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
ま

だ
詳
し
い
図
面
も
、
す
り
あ
わ
せ
も
出
来

て
い
な
か
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
と
も
か
く
計
画
は
公
表
さ
れ

た
。
苫
小
牧
自
然
保
護
協
会
と
日
本
野
鳥

の
会
及
び
苫
小
牧
支
部
は
、
こ
の
計
画
に

よ
っ
て
バ
ー
ド
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
の
あ
る

ウ
ト
ナ
イ
湖
と
、
美
々
川
周
辺
の
多
様
な

自
然
が
破
壇
さ
れ
る
と
の
懸
念
か
ら
反
対

運
動
を
開
始
、
現
地
鯛
査
等
の
活
勵
を
始

め
た
。“

年
９
月
皿
日
、
開
発
局
と
苫
小
牧
市

内
の
自
然
保
護
団
体
の
間
で
初
の
話
し
合

い
が
行
わ
れ
た
。

こ
の
席
上
で
北
条
紘
二
河
川
企
画
官

（
当
時
）
は
「
こ
の
計
画
は
建
設
大
臣
の

諮
問
機
関
で
あ
る
審
議
会
が
決
め
た
こ
と

な
の
で
絶
対
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

計
画
の
ゴ
ー
サ
イ
ン
（
皆
さ
ん
と
の
間
で

は
な
く
）
は
関
係
市
町
村
な
ど
い
わ
ゆ
る

道
民
と
の
話
し
合
い
・
で
決
ま
る
」
と
発

言
。
ま
た
同
席
し
た
橋
本
識
秀
札
幌
河
川

事
務
所
長
は
「
放
水
路
も
時
が
た
て
ば
豊

か
な
自
然
と
な
る
」
と
答
え
、
参
加
し
た

自
然
保
護
団
体
の
反
感
を
か
つ
た
。

同
年
的
月
肥
日
当
時
の
上
田
韓
環
境
庁

長
官
が
ウ
ト
ナ
イ
湖
サ
ン
ク
チ
ュ
ア
リ
を

訪
れ
、
国
設
鳥
獣
保
護
区
の
特
別
保
護
地

域
と
な
っ
て
い
る
ウ
ト
ナ
イ
湖
を
分
断
す

る
西
ル
ー
ト
案
に
対
し
て
反
対
姿
勢
を
表

明
し
た
。
ま
た
他
の
ル
ー
ト
案
に
つ
い
て

も
懸
念
を
表
明
し
た
。

北
海
道
自
然
保
護
協
会
は
ｎ
月
肥
日
に

千
歳
川
放
水
路
計
画
に
対
し
て
、
計
画
の

根
本
的
な
再
検
討
を
求
め
る
要
望
書
を
開

発
局
長
に
提
出
し
、
全
道
的
な
反
対
運
動

が
展
開
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

苫
小
牧
民
報
“
年
幽
月
蝸
日
付
の
小
さ

な
記
事
が
注
目
さ
れ
た
。

計
画
主
体
の
石
狩
開
建
が
石
狩
川
本
流

の
自
治
体
有
力
者
に
「
放
水
路
が
完
成
す

れ
ば
石
狩
川
の
洪
水
時
に
水
門
を
開
け

る
。
千
歳
川
流
域
の
関
係
者
に
は
他
言
し

な
い
で
ほ
し
い
。
」
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
開
建
で
は
全
面
的
に
否
定
し
て
い
る

が
、
勉
月
６
日
に
岩
見
沢
市
で
開
臘
さ
れ

た
石
狩
川
下
流
地
域
防
災
対
策
協
議
会
で

も
『
参
加
者
の
多
く
は
、
開
建
担
当
者
の

説
明
を
洪
水
時
に
石
狩
川
の
水
を
千
歯
川

に
流
す
と
理
解
し
て
い
る
。
」
と
の
報
道

が
さ
れ
た
。

開
発
局
は
計
画
の
真
の
全
貌
を
あ
き
ら

か
に
し
な
い
ば
か
り
か
、
所
に
よ
っ
て
は

発
言
の
内
容
を
す
り
替
え
、
ま
た
放
水
路

が
な
ぜ
必
要
な
の
か
、
本
当
に
洪
水
を
防

げ
る
の
か
と
い
う
基
本
的
な
疑
問
に
も
答

え
ず
、
三
本
の
ル
ー
ト
の
遮
択
を
住
民
に

押
し
つ
け
、
「
人
命
か
自
然
保
護
か
」
と

い
う
二
者
択
一
の
争
点
を
意
識
的
に
作
り

出
し
、
地
域
住
民
同
士
を
敵
対
さ
せ
計
画

を
推
進
さ
せ
よ
う
と
し
た
。

千
饅
川
放
水
路
計
画
と
は
、
百
年
に
一

度
の
大
洪
水
を
完
全
に
防
ぐ
た
め
、
流
域

変
更
と
逆
流
さ
せ
る
有
史
以
来
の
初
め
て

の
大
工
事
で
あ
る
が
、
船
年
建
設
大
臣
は

河
川
審
識
会
に
『
超
過
洪
水
対
策
」
を
諮

問
。
そ
の
答
申
の
内
容
は
明
治
以
来
の
近

代
的
な
「
洪
水
を
防
ぐ
」
と
い
う
対
応
か

ら
「
水
害
を
軽
減
す
る
」
と
い
う
治
水
思

(平術時）今までどおり石狩川へ合流させる

切水門

(洪水時）呑口水門を開き、締切水門を閉じる
想
へ
の
転
換
を
計
っ
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
「
総
合
治
水
対
策
』
は
流
域

全
体
で
治
水
を
考
え
、
氾
濫
や
湛
水
を
計

画
の
な
か
で
認
知
し
て
い
る
こ
と
が
従
来

の
治
水
計
画
と
大
き
な
違
い
が
あ
る
。

時
代
の
流
れ
は
変
わ
っ
た
。
こ
の
答
申

の
精
神
に
沿
っ
て
地
域
住
民
の
理
解
を
得

て
、
千
歳
川
周
辺
の
洪
水
対
策
を
保
水
・

遊
水
機
能
の
確
保
、
洪
水
氾
濫
の
発
生
を

前
提
と
し
た
土
地
利
用
や
建
築
方
式
の
設

定
を
考
慮
、
ま
た
住
民
の
水
防
・
避
難
な

ど
の
対
応
策
に
も
重
点
を
お
き
、
さ
ら
に

水
害
補
償
の
法
整
備
を
行
う
と
い
う
方
向

に
努
め
、
旧
態
依
然
と
し
た
時
代
に
そ
ぐ

わ
な
い
千
歳
川
放
水
路
計
画
を
全
面
的
に

見
直
す
と
い
う
、
英
断
を
求
め
た
い
。

ー

る
こ

・

Ｊ

Ｌ

〃

■

、

宮

Ｐ

６

、

》
γ
じ
》
淨
一
幸
一
↓
一
一
“
一
輪
匙
一
》
》
一
か
一
一
》
《
。
、
一
雪
《
：

Ｉ
Ｉ
Ｉ

千
歳
川

f填川随水酪
- 二1
ｻ ： ．. ‘ .､ －3=､

:葬封蝿鯲
ー ．
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ギに代表

豊かな草
「

野
幌
森
林
公
園
は
、
江
別
市
、
札
幌
市

北
広
島
市
に
広
が
る
北
海
道
立
自
然
公
園

で
、
日
本
で
は
類
を
み
な
い
大
都
市
近
郊

の
自
然
公
園
で
す
。

こ
の
森
林
公
園
の
一
角
に
、
昭
和
偲
年

ま
で
農
耕
跡
地
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
を
、
公

園
施
設
用
地
と
し
て
北
海
道
に
買
い
上
げ

ら
れ
た
旧
。
休
養
園
地
区
（
侭
。
５
妬
）

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
地
区
は
、
道
に
買
い

上
げ
ら
れ
て
以
来
、
約
加
年
整
備
さ
れ
ず

に
き
た
こ
と
が
幸
い
し
、
現
在
で
は
「
日

豪
渡
り
鳥
保
護
協
定
』
で
保
護
の
対
象
に

な
っ
て
い
る
オ
オ
ジ
シ
ギ
に
代
表
さ
れ
る

豊
か
な
生
態
系
を
築
い
て
い
ま
す
。

環
境
庁
の
レ
ッ
ド
・
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
で

も
希
少
種
に
指
定
さ
れ
て
い
る
オ
オ
ジ
シ

ギ
の
繁
殖
地
や
カ
ワ
セ
ミ
の
生
息
地
だ
け

で
は
な
く
、
エ
ゾ
セ
ン
ニ
ュ
ウ
、
カ
ッ
コ

ウ
な
ど
草
原
性
の
野
鳥
を
中
心
に
四
季
を

通
じ
て
百
種
類
以
上
の
野
鳥
が
見
ら
れ
、

観
察
さ
れ
る
植
物
は
三
百
稲
類
以
上
に
の

ぼ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
沢
山
の
小
動
物
の

生
活
域
で
あ
り
、
ハ
イ
タ
カ
、
フ
ク
ロ
ウ

の
エ
サ
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

鮒
年
４
月
、
北
海
道
は
こ
の
闘
・
５
畑

の
土
地
に
対
し
て
ふ
た
つ
の
計
画
を
発
表

し
ま
し
た
。
ひ
と
つ
は
２
．
６
畑
に
つ
い

て
公
園
利
用
計
画
（
土
地
の
性
格
）
を
変

更
し
た
上
で
の
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
建

設
で
あ
り
、
い
ま
ひ
と
つ
（
帥
・
９
ｍ
）

は
、
「
百
年
記
念
塔
」
方
面
と
同
セ
ン

タ
ー
を
連
携
す
る
た
め
に
、
沢
地
部
分
に

長
さ
１
３
０
ｍ
余
り
の
橋
を
架
け
て
連
絡

歩
道
を
造
り
、
自
然
史
ふ
れ
あ
い
交
流

館
、
芝
生
の
広
場
、
新
た
な
駐
車
場
、
沢

山
の
観
察
路
の
整
傭
な
ど
を
行
う
と
い
う

も
の
で
す
。

こ
の
ふ
た
つ
の
計
画
に
は
、
次
の
よ
う

な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

仙
約
釦
年
前
に
公
園
施
設
用
地
と
し
て

取
得
し
た
か
ら
何
ら
か
の
施
設
整
備

が
必
要
で
あ
る
、
と
い
う
行
政
の
と

ら
わ
れ
。

②
長
い
間
、
こ
れ
と
い
っ
た
整
備
も
さ

れ
ず
に
き
た
た
め
、
自
然
そ
れ
自
身

の
成
る
力
が
築
い
た
生
態
系
が
あ
る

こ
と
に
気
づ
か
ず
、
施
設
用
地
で
あ

る
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
環
境
調
査

も
せ
ず
に
、
ふ
た
つ
の
計
画
を
策
定

し
た
。

③
教
育
施
設
で
あ
る
小
学
校
の
入
り
口

の
す
ぐ
横
に
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

の
導
入
路
を
設
け
、
交
通
量
の
増
加

に
伴
う
危
険
性
に
対
し
て
は
、
信
号

機
を
設
置
す
れ
ば
こ
と
足
れ
り
と
す

る
よ
う
な
教
育
庁
の
教
育
施
設
へ
の

考
え
方
。

私
た
ち
『
森
。
草
原
。
オ
オ
ジ
シ
ギ
」

は
、
こ
の
オ
オ
ジ
シ
ギ
の
繁
殖
地
と
も
な

っ
て
い
る
休
養
園
地
区
を
こ
の
ま
ま
残
し

今
あ
る
道
路
を
遊
歩
道
と
し
て
利
用
し
よ

う
と
提
案
し
て
い
ま
す
。
『
森
が
あ
り
、

草
原
が
あ
り
、
オ
オ
ジ
シ
ギ
が
繁
殖
し
て

い
る
よ
う
な
自
然
環
境
を
残
し
た
い
」
と

願
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
２
月
溺
日
、
建
設
工
事
費
を
認

め
な
い
よ
う
１
４
５
０
０
名
余
り
の
請
願

署
名
を
道
議
会
に
提
出
、
３
月
４
日
、
公

園
利
用
計
画
変
更
に
対
し
、
行
政
不
服
審

査
法
に
基
づ
く
意
義
申
立
書
を
提
出
し
ま

し
た
。
今
後
は
、
防
風
保
安
林
を
指
定
解

除
し
て
の
導
入
路
建
設
に
対
し
、
森
林
法

に
基
づ
く
異
議
意
見
書
の
提
出
な
ど
法
的

対
抗
手
段
を
執
り
な
が
ら
、
行
政
と
話
し

合
い
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

今
あ
る
ま
ま
の
利
用
は
、
野
幌
森
林
公

園
に
新
た
な
価
値
を
加
え
て
い
ま
す
。
木

々
が
覆
う
坂
道
を
登
っ
て
行
く
と
、
少
し

づ
っ
開
け
る
青
空
、
草
原
、
そ
し
て
、
ふ

き
く
る
風
…
。
そ
れ
は
、
森
林
地
帯
に
は

な
い
草
原
地
帯
特
有
の
開
放
感
の
あ
る
体

験
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。

「
森
・
草
原
。
オ
オ
ジ
シ
ギ
」
は
、
自

然
を
大
切
に
思
う
（
愛
す
る
）
方
な
ら
、

全
道
・
全
国
ど
な
た
で
も
会
員
に
な
れ
ま

す
。
ぜ
ひ
、
名
前
を
連
ね
て
下
さ
い
。

会
費
・
会
則
は
定
め
て
お
り
ま
せ
ん
。

連
絡
先
は
、
江
別
市
文
京
台
弱
１
５

池
端
方

皿
＆
砿
℃
１
１
１
３
８
７
１
５
３
９
５
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琴で「天

昨
年
の
、
月
蛆
日
、
夕
張
市
に
お
い
て

「
夕
張
岳
国
の
天
然
記
念
物
指
定
報
告

会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

偶
然
か
、
国
土
計
画
（
現
在
は
㈱
コ
ク

ド
）
の
堤
義
明
社
長
が
、
夕
張
岳
に
ス

キ
ー
場
を
作
る
計
画
を
発
表
し
た
の
が
、

８
年
前
の
こ
の
日
で
し
た
。
５
ケ
月
後
の

翌
明
年
４
月
に
、
“
名
の
会
員
で
１
ウ
パ

リ
コ
ザ
ク
ラ
の
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

学
術
的
に
貴
重
な
夕
張
岳
に
、
何
処
に

で
も
あ
る
ス
キ
ー
場
は
い
ら
な
い
。
夕
張

岳
を
、
こ
れ
以
上
手
を
付
け
ず
に
後
世
に

残
し
た
い
と
い
う
思
い
の
み
で
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

自
然
保
護
運
動
の
前
に
大
き
く
は
だ
か

る
「
背
に
腹
は
代
え
ら
れ
な
い
」
と
い
う

理
論
が
あ
り
ま
す
が
、
夕
張
は
特
に
、
そ

れ
が
強
い
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。

夕
張
は
、
古
く
か
ら
と
い
う
よ
り
、
夕

張
の
存
在
そ
の
も
の
が
、
大
企
業
の
も
と

に
成
り
立
っ
た
町
で
し
た
。
第
一
に
石
炭

が
あ
り
、
大
企
業
（
三
井
、
三
菱
）
が
あ

り
、
そ
し
て
市
民
が
い
る
。
こ
の
構
図
が

永
い
間
続
き
、
夕
張
に
企
業
依
存
・
国
依

存
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
転
換
に
お
け
る
国

の
保
証
・
援
助
）
の
体
質
が
す
っ
か
り
定

着
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
中
で
の
ス
キ
ー
場
反
対
運
動
は
、

大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
集
会

に
、
お
忍
び
で
参
加
し
た
会
員
も
い
ま
し

た
。
反
対
運
動
を
進
め
る
な
か
で
、
市
民

そ
し
て
行
政
側
の
夕
張
市
に
理
解
を
得
ら

れ
る
方
法
は
な
い
も
の
か
？
私
た
ち
は

思
案
を
重
ね
た
上
で
、
夕
張
岳
の
天
然
記

念
物
指
定
を
選
択
し
ま
し
た
。

過
去
二
回
、
天
然
記
念
物
指
定
の
候
補

に
あ
が
り
な
が
ら
果
た
せ
な
か
っ
た
指
定

を
運
動
の
柱
に
し
て
、
し
か
も
行
政
と
共

に
指
定
に
向
け
て
歩
み
ま
し
た
。
天
然
記

念
物
の
指
定
に
は
、
地
元
自
治
体
の
推
薦

と
同
意
が
必
要
と
さ
れ
た
か
ら
で
す
。

決
し
て
私
達
だ
け
の
力
で
な
し
遂
げ
ら

れ
た
わ
け
で
は
有
り
ま
せ
ん
。
道
内
そ
し

て
全
国
の
団
体
の
支
援
。
指
導
を
受
け
、

多
く
の
方
た
ち
か
ら
の
協
力
を
い
た
だ
い

て
成
し
得
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
有
り
ま

せ
ん
。

今
回
の
集
会
に
は
、
加
数
団
体
、
２
５

０
名
以
上
の
方
々
が
、
道
内
各
地
か
ら
参

加
さ
れ
ま
し
た
。
交
流
会
で
は
、
そ
れ
ら

の
団
体
か
ら
、
活
動
内
容
、
地
域
性
に
よ

る
色
々
な
問
題
や
悩
み
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
話
し
合
う
中
で
、
一
団
体
だ
け
が
孤

立
し
て
頑
張
っ
て
、
そ
し
て
悩
ん
で
い
る

わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
支
援
団
体
や
個
人

が
、
後
押
し
を
し
て
い
ま
す
。

天
然
記
念
物
指
定
ま
で
の
『
７
年
」
は

今
の
自
然
行
政
を
考
え
る
と
、
永
い
歳
月

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
広
く
市
民
に
理
解
の

得
ら
れ
る
粘
り
強
い
活
動
だ
け
が
希
望
に

つ
な
が
る
道
で
す
。

指
定
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
い
ま

の
夕
張
岳
の
荒
れ
よ
う
を
抑
え
ら
れ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
か
け
が
え
の

な
い
「
世
界
の
夕
張
岳
」
を
後
世
に
残
す

た
め
に
、
永
い
ス
パ
ン
で
、
保
全
を
行
政

と
共
に
考
え
、
そ
し
て
、
今
出
来
る
保
護

を
、
あ
す
に
で
も
実
施
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、
自
然
を
守
る
ほ
ん
の
第
一

歩
を
踏
み
出
し
た
ば
か
り
で
す
。
便
利
さ

の
追
求
は
も
う
や
め
、
自
然
の
恩
恵
を
最

大
限
に
享
受
し
、
十
分
不
便
な
生
活
に
目

を
向
け
る
こ
と
が
今
大
切
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

、

丘

k

ま
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一癖皐窪言己＞

◆4月14日、諌早湾の潮止め堤防が締め切られ、ムツゴロウ

やトビハゼなど、干潟に棲む多くの生命が見殺しに。奇し

くも10年前のこの日、知床の原生林のミズナラが伐採され

ました。日本列島の北の森と南の海の野生が滅ぼされた運

命のこの日を、いつまでも忘れないでしょう。

、「堤防内の生態系の消滅はやむをえない。ムツゴロウはま

だ他にもいるし」と長崎県知事。こういう考えの延長に人

間社会のいじめや殺りくが。 「ナキウサギ裁判」に勝利し

て、 この流れをストップさせたいと願います。引き続き、

裁判へのご支援とご協力をお願いいたします。

◆前号からまたまた一年、ニュースの発行が遅れました。ナ

キウサギ裁判を支援する会事務局の仕事が多忙をきわめた

とはいえ、とても言い訳のできる状況ではありません。執

筆者の方々には、早くから原稿をいただきながら、発行が

大幅に遅れたために、内容と時間のズレが生じてしまった

ことを心よりおわびいたします。

◆各地からの報告や感想など、事務局までお寄せください。

（神原昭子）
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９
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営業時間／州10:00～RM7:00

定休日／毎週月曜日

札幌本店
旭川店

札幌市北区北12条西3丁目念(011)726-1235
旭川市忠和5条4丁目念(0166)61-1930

（専用駐車場完備）


